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モンゴル国ウランバートルの南西 130 km に位
置するバヤンウンジュル村近郊の草原(lat 47° 
02.6’ N、 long 105° 57.1’ E、 1200 m asl)
において、遊牧家畜による採食を防ぐための柵
（300 m×300 m）を設置し、その中で CO2フラッ
クスの測定を行った。観測地は半乾燥地域に位置






この草原において、2004 年 7 月下旬・2005 年 5
月中旬・7月下旬・9月中旬および 2006 年 6 月下
旬の 5回にわたり観測を実施した。各観測期間は









































あたりの GPP と PAR との関係である。概ね光－光




が報告されているため（Suyker and Verma, 2001
など）、地上部バイオマス（Aboveground Biomass: 
AGB）と GPP との関係を見たところ（図 2）、高い
線形相関があることが示された。そこでGPPをAGB




図 2 各観測期間・各測定点における GPP の最大
値と地上部バイオマス（AGB）との関係． 
観測時期による有意な違いは見られなくなり、














図 3 AGB で規格化した GPP と PAR との関係．曲
線は直角双曲線関数による近似曲線である．黒点
は 3cm 深の VWC が 6.0％以上、灰色の点は同 3.0％
未満の場合に測定されたデータ． 
 
図 4 図 3に同じ．ただし、灰色の点は気温が 30℃























図 5 Recoと 5cm 深さの地温との関係．（上）植生
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